
学習プログラム②「展示室調査隊！」活動用ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 海の博物館展示 による図表を一部修正 
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展示室とワークシートの対応表。各ワークシート

とも，展示標本やジオラマをじっくりと見ながら，

モノや友達との対話が行われるよう工夫した。 

広がりがある学びへとつながるよう意識した。 

ワークシート②の補助用の掲示資料。潮間
帯展示の前に掲示。カニ型のヤドカリの見分
けを，３学年で学習した昆虫の脚の本数によ
る見分けと関連させた。 

ワークシートの表紙。博物館前に磯でごく普通にみられるイワカニだが，その「普通」
を記録し続けることの大切さをカニの標本に語らせた。博物館の果たす資料収集・保存，
調査研究，展示といった役割や，フィールド・ミュージアムとして海への誘いの役目を果
たしている生き生きとした姿の標本の使命を表現した。環境保全の大切さについても子ど
もたちに感じてほしいと考えた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①②では，多種多様な生き物たちの生き生きとした姿に，触れてほしいと意図した。③

④では，カニ型ヤドカリの存在を知り見分けの技能の習得へとつなげていくことを意図し
ているが，「カニとは？」という概念や定義について，あらためて考えさせたいと考えた。 
⑥⑦はゲンロクダイに，海流の影響を受け流されてきた魚たちへの紹介をさせている。 

 展示室調査隊！の多様な海の姿は，地形や海流によるものが大きい。他の展示にも関わ
るところなので，研究員の解説を聞き，考え，調査活動への誘いとしていく。この地形図
は，４学年国語科の説明文「ウナギのなぞを追って」においての活用や，６学年理科の地
層の学習での，砂泥互層の形成などでの活用法へもつなげていきたい。海流の「黒」「親」
と対でない名に疑問を感じることができれば，さらにミクロツアーとの関連も図れる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①は外房で見られる海藻であり，生きている時は生物をさける実質を分泌する。②では，
キャラクター化した若いカジメを，背後の魚をヒントに探させて出会いの喜びを感じさせた
いと考えた。カジメの成長を兄弟として表現しながら，葉状部が成長し林冠を形成していく
様子を，陸上の植物と対比させて考えることにもつながればと考えた。 

①は，海の生き物ならではの多彩な様子を，感じさせたいと考えた。③は，黒潮が生き物の
分布を広げていることをつかませたいと考えた。②は，海水温 25℃と海水としては高温である
驚きと，生き物が多種見られる８月という今までの概念に沿う知識の習得をねらいとした。と
同時に，「では勝浦のカジメ海中林は何月なんだろう？」という問いをもたせたいと考えた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 干潟に見られるカニたちの生活を，ジオラマを通してフィールドが目の前にあるかのよう
に感じてもらいたいと考えた。擬人法の手法を取り入れた。また，ビデオもじっくりと見なけ
ればという必要感を児童にもたせる活動を設定し，博物館の学び方の習得も図った。 
※上記のワークシートは，実践したときから改良を加え，ヒントと解決方法を示し，博物館の

展示物の活用方法，学び方を児童がつかむことができるようにと考えた。 

毒をもっている特性とスベスベマンジュウガニという名前との差におもしろさを感じさ
せたいと考えた。児童がこのカニを探す活動を通して，同じカニでも，形をはじめ多様な様
子に気付かせたいと考えた。また，⑥も名前の付け方に関連した活動とした。④⑤について
は，二種のヤドカリの見分けに気付くためにスケッチの手法を用いた。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

児童にはウニはタワシのようにとげとげとしたイメージをもたれているが，水中では柔軟に
動いている。また，その殻は五角形を基本とした放射状の模様が大変に美しい。色や形も多様
である。博物館前の磯にもおり，磯観察の際には注意しなければならないガンガゼの生体が，
展示室の水槽にて飼育されている。美しい棘の様子も感じさせたいと考えた。 

海藻について色による３種の見分けを行う活動を通して，緑ではない海の植物の様子に児童
が不思議さを感じるようにと意図した。また，３種のどれか判断に迷うものもあるので，自然
と友達との対話や研究員等への質問などの行動の促しになると考えた。④は，「一つ決める」こ
とが，判断材料を得るための観察の必要感につながり，主体的な活動につながると考えた。 


